
          コミュニケーション能力 
昔から学習の中で、班での話し合いや学級での討論会などはありました。最近の学習では、対話

活動とか協働的な学び等の言葉が多く使われています。基本的な考え方は昔と変わっていませんが、

これからの社会でコミュニケーションを必要とされる場面がより多くなってきています。そこには、

昔のように決まった物を作る産業が中心であれば、一人で黙々と活動をすることができますが、こ

れからの社会は、自分たちの生活の中で何が必要か、どんなことができるかなど、形がある物を作

ると言うよりも自分たちで新しい形を作り上げていく仕事が多くなってきています。そうなると必

要なのがコミュニケーション能力です。人と意見を交わしながら考えを深めたり、整理したりしな

がら形のないところに新しい形となる物を作り上げていていく作業です。 

先日、ある児童が給食を持って部屋に入ろうとしたとき、両手がふさがっていました。そこへ通

りかかった学校職員ではない大人の方がいました。さて、その子は・・・ 

児童：「すいません。両手がふさがっているので扉を開けてもらえませんか」 

大人：「いいですよ」と言って開けてくれました。 

児童：「ありがとうございました」 

児童の対処方法はいろいろありますが、自分の状況、どうしたいのか、そして、やってもらった

事へのお礼等、自分の考え、意志を言葉でしっかりと伝えることができていました。素晴らしいこ

とです。コミュニケーション能力は意識してすぐにできるものではありません。小学生であれば、

発達段階に合わせて、自分の身の周りで毎日できるコミュニケーションからしっかりと取れように

していくことが大切です。まずは、家の中でのあいさつ、そして、地域の方へのあいさつ、学校で

のあいさつ。次に授業の中、休み時間に自分の考えを伝えること、友だちの意見を聞いて自分の考

えを伝えられること等、学校はコミュニケーションを学ぶのに最適の場所です。 

 

 

 

  体育集会   
 一学期の体育集会は、学

年毎に色々な運動を実施し

ます。子ども達に大切な体

を動かすことのきっかけづ

くりを意識しています。短

い時間ですが学年毎に行う

ことで運動量も確保されて

います。得意な運動もあれば苦手な運動もありますが、みんな

で楽しくやることで頑張ることもできます。各自の目標で取り

組んでいます。 

  ドッジボール、遊具でサーキット、鬼ごっこ、長縄跳び、     

リレーや短距離走、様々な動きや走り鬼ごっこ  

以上の 6 種目を学年でローテーションしながら朝の体育集会

の時間に行います。 
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１年・４年 交通安全教室   
 ６月７日（水）に１年生と４年生の交

通安全教室を開催しました。１年生は登

下校を安全にできるようにするための

道路の歩き方について警察の方から教

わりました。 

１年生は道路を歩くときのきまり、信

号の渡り方、信号の意味なども丁寧に教えてもらいました。道路は右側

を歩くことは聞いていても、右が分かっていなかったり、黄色信号の意

味を正しく理解していなかったりしました。頭で勉強をした後は、実際に道路に出て、警察の方や

交通指導員さんからその場その場での歩行の仕方について見てもらい、より安全に歩くための方

法を直接学んでいました。 

４年生は、車両としての自転車について、道路での歩行者との違

いについてと「ぶたはしゃべる」に語呂を合わせた「自転車点検」

のポイントを教わりました。その後、道路での安全な自転車の乗り

方について、児童の代表者が自転車に乗り、警察の方より安全に乗

るために気をつけることを具体的な行動を交えながら教わりまし

た。後は教わったことができる行動と技術です。特に自転車を思い

通りに扱える技術がなければ道路

で乗るのは危険です。お家の方と一緒にしっかりと練習をしてか

ら道路では一人で乗るようにして下さい。各ご家庭でもお子さん

が安全に乗れるようにご指導をお願い致します。 

学校の登下校を通して、道路に潜んでいる危険について、まず

は歩きながらしっかりと学習してほしいです。 

 

自転車点検のポイント 『ぶたはしゃべる』 

ぶ：ブレーキ（前輪・後輪の効き具合） た：タイヤ（十分な空気がはいっているか） 

は：ハンドル（固定されているか）   しゃ：車体（サドルの高さ、ライト、反射材はついているか） 

べる：ベル（ベルがなるか） 

    伊勢崎・佐波地区 いじめ防止フォーラム 
 ６月８日（木）いじめ防止フォーラムが開催されました。これは伊勢崎・佐波地区の小中高校の

代表者が意見交換等を行うことを通して、いじめ防止に向けた児童生徒の主体的な取組をより活

性化させようとするものです。本校からも大橋彩那さんが代表とし

て参加をしました。班別協議会の中では中学生と高校生に臆するこ

となく自分の考えをしっかりと言えていました。 

今回のフォーラムで話し合われたことを踏まえて、代表委員が７

月の児童集会でいじめ防止をテーマに発表をします。どのようなか

たちで全校児童に伝えてくれるのか楽しみです。そして、みんなで

いじめのない思いやりのある学校にしていきましょう。 


